
会議結果の公表 

附属機関等の名称 平成 30 年度第１回沖縄県いじめ防止対策審議会 

日  時 平成 30 年 8 月 29 日(水) 15：00～17：00 

場  所 沖縄県庁 13 階 教育委員会室 

議  題 (1) 開会 

(2) 教育指導統括監あいさつ 

(3) 委員の自己紹介 

(4) 会長及び副会長の選出 

(5) 議事 公開及び傍聴の取扱いについて 

(6) 議事 事務局説明 

(ア) 沖縄県いじめ防止基本方針の改定について 

(イ) “いじめ解消”の定義及び解消を確認するまでの学校の取組 

(ウ) アンケートの取組について 

(7) 審議 

いじめの解消に向けた学校の取組（事例をあげて審議） 

(8) 閉会 

公開・非公開の別 (1)から(6)(ウ)までは公開、(7)と(8)は非公開 

議事概要 (6)議事 

(ア)沖縄県いじめ防止基本方針の改定について 

・改定内容の確認 

(イ)“いじめ解消”の定義及び解消を確認するまでの学校の取組 

・県基本方針の定義の確認 

・いじめを受けた側といじめた側が話し合い、お互いの認識のズレを

修正していく「修復的対話」という解消法がある。 

(ウ)アンケートの取組について 

・アンケート無記名であることで安心して記入する。 

・アンケートの項目・内容は、いじめ防止対策のマニュアル等を参考

に各学校が現場に合わせて作っている。 

・子ども達がわかりやすいような言葉を使っているのかどうかを、チ

ェックする必要がある。 

・アンケートは全体の傾向を把握するためのツールで、アンケートか

らいじめを特定することは難しい。 

・アンケートの内容と学校で実際に起きたいじめや事件と照合して、

より適正なアンケートを行い解決策に繋げていくことが大事であ

る。 

・アンケートの内容を把握した上でどのように解決していけばよいか

を蓄積してより良いアンケートをとることが大事である。 

・誰かが特定されることなく、アンケートが匿名でなされていること

が担保されていることは譲らない方がいい。ただ、効率は悪い。 

・なぜいじめをするのか、先生方だけで配慮して頑張るのではなく、

生徒にも考えてもらうことが必要ではないか。 

・いじめや差別の問題は人間社会でいつでも起こりえるものだと思う

ので、人間の性（さが）について生徒が考える機会を提供すること

が、長期的に考えるといじめ防止になるのではないか。 

所管課等 沖縄県教育庁県立学校教育課 

問い合わせ先 高校教育改革班 担当 金城 達也   電話 ０９８-８６６-２７１５ 
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